
主催：私たちの電気を考える会　

　　　原・伊藤・八巻・(有)和田電気商会



n 2021年　前半、八ヶ岳南麓では、印象として雷がいつもより多くあった。

n標高１０００ｍあたりの家には、雷被害を受けて電気の使えない家が複数あった。

　（家電製品の故障から、オール電化の家での電気の不調など）

n「瞬電」（瞬間的な停電）ですら、不安を感じる人がいる。

n生活には、電気が不可欠であるのに、いざ停電となると　不安でしかない。

n日本は、電線がないと「電気が来ない、無い」と考えるが、電気のない場所の人は

　電気を作って、暮らしている。

　例えば、砂漠でも電線のない草原でも、世界の人はスマホや、テレビ見て、インターネットを

　使っているからできることってあるはず。

n不安からパニックは起きるものだから、日頃から不安を解消して暮らせたら安心できるのでは？

n北杜市は、家の周りに太陽光発電が多くあるから、災害時、停電時、目の前の電気が

　使えないのか？

nこういった生活の中の問題、目の前の問題を解消できたら、電気と仲良くなりたい。

　電気をつくれる人になりたい。こういったことから、電気の勉強会を開きたいと

　クールチョイスサポーター支援に応募しました。



§開催日
§参加費
§参加人数
§内容











§そもそも１　　電気って？
§自然界に存在していた　「電気」を人間が使えるようになったのは、
§１７５０年代にアメリカでは、ベンジャミン・フランクリンが、日本では平
賀源内が　電気を使い始め、現在まで　２５０年以上使っている身近な存在
である。

§そもそも２　プラスとマイナス
§電気には、プラスと　マイナスがあり　プラスから　マイナスに流れている。
§基本的に　配線ケーブルを使う時には、「赤」がプラスである。
§そして、電気の流れには、直流と交流がある。



§発電の種類
　右のイラストを見て、考えてみましょう。
（太陽光・地熱・風力・原子力・波力・火力）
§風力、波力は地理的条件で適・不適がある。
　立地条件で発電方法が異なる
§山梨の特性は？
　太平洋側で、積雪の影響が少ない。
　一年を通しての晴天率も高く、
　日照時間が長い。
　これらの条件から　太陽光発電の適地と
　されている現状



①ソーラーパネルで発電
ソーラーパネルで、太陽の光エネルギーを電気エネル
ギーにします。ここで出力されるのは直流電流で、一
般的な家電に使うことはできません。家電で使うため
には、交流電流に変換する必要があります。

②パワーコンディショナーは、直流電流を交流電流に
変換するための機械です。

③屋内用の分電盤
分電盤はブレーカーや漏電遮断器が収まっている箱の
ことです。パワーコンディショナーから出力された電
力を受け取り、家庭内の電力として屋内に送電するた
めの分電盤。

④電力メーター　（売電/買電のために）
電力会社に売った電力の量（売電量）と、電力会社か
ら買う電力量（買電量）を計測します。

⑤蓄電池　夜間電力や非常時のために、太陽光発電を
充電できます。



n自分の家の環境に合わせた充電方法がイメージできたでしょうか。
nスマホがあれば　　お腹は満たされないけれど
　安心・安らぎ・情報を得たり・発信したり・・・・    明かりもつく、音楽も聴ける！

n電気なしにはなれないから、上手に付き合っていく生き方の選択！！
nこのまとめ作業をしているときに　停電が起きてストーブが消えて 早速、困りました。

　
n今回の目標は　「スマホに充電する方法」を見つけるでした、市販品を購入するにもいろいろあること
がわかり、昼間電池に蓄電して、夜間スマホに充電するには、何が必要か。何を考えたらよいか　わ
かった。

　「自分で電気をつくる暮らし」実現までは、もう少しかかりそうだが、何から考えたらよいかわかり、
　電気と仲良くなるには、もう少し自分たちが勉強した方が良いと思いました。

nこれからの考え方としては、
　どのように電気を使いたいかで、設計が変わる。きちんと設計できれば、心配も削減できる。
n自分が太陽光発電しているならば、売電するだけでなく切替スイッチをつけておくと、自分で使えるよ
うにもできる。（設計が大事）

n電気をどこで使って何にどのくらいの電気量が必要かこういった勉強会が次に必要だとわかりました。


